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重要水防箇所評定基準

種　別

重　　　　　要　　　　　度

A　水防上最も重要な区間 B　水防上重要な区間 要注意区間

基礎地盤
漏　水

　堤防の機能に支障が生じる基
礎地盤漏水に関係する変状の履
歴(被災状況が確認できるもの)が
あり、安全が確認されていない箇
所、あるいは、機能に支障は生じ
ていない が、進行性がある基礎
地盤漏水に関係する変状が集中
している箇所。
　機能に支障が生じる基礎地盤
漏水に関係する変状の履歴(被
災状況が確認できるもの）はない
が、基礎地盤漏水の土質等から
みて昨日に支障が生じる可能性
が高いと考えられる箇所。
　水防団等と意見交換を行い、基
礎地盤漏水が生じる可能性が高
いと考えられる箇所。

　堤防の機能に支障が生じる基
礎地盤漏水に関係する変状の履
歴(被災状況が確認できるもの)が
あり、類似の変状が繰り返し生じ
ている箇所。
　基礎地盤の土質等からみて機
能に支障が生じる変状の生じる
おそれが高く、機能に支障が生
じる基礎地盤漏水に関係する変
状の履歴(被災状況が確認できる
も の)がある箇所。
　水防団等と意見交換を行い、基
礎地盤漏水が生じる可能性が特
に高いと考えられる箇所。

越　水
(溢　水)

　計画高水流量規模の洪水の水
位（高潮区間の堤防にあっては
計画高潮位）が現況の堤防高と
の差が堤防の計画余裕高に満た
ない箇所。

堤　体
漏　水

　堤防の機能に支障が生じる堤
体の変状の履歴(被災状況が確
認できるもの)があり、類似の変状
が繰り返し生じている箇所。
　堤体の土質、法勾配等からみ
て機能に支障が生じるおそれが
高く、機能に支障が生じる堤体の
変状の履歴(被災状況が確認で
きるもの)がある箇所。
　水防団等と意見交換を行い、堤
体漏水が生じる可能性が特に高
いと考えられる箇所。

　堤防の機能に支障が生じる堤
体の変状の履歴(被災状況が確
認できるもの)があり、安全が確認
されていない箇所、あるいは機能
に支障は生じていないが、進行
性がある堤体の変状が集中して
いる箇所。
　機能に支障が生じる堤体の変
状の履歴(被災状況が確認できる
もの)はないが、堤体の土質、法
勾配等からみて機能に支障が生
じる堤体の変状の生じる可能性
が高いと考えられる箇所。
　水防団等と意見交換を行い、堤
体漏水が生じる可能性が高いと
考えられる箇所。

　計画高水流量規模の洪水の水
位（高潮区間の堤防にあっては
計画高潮位）が現況の堤防高を
越える箇所。

水　衝
・

先　掘

　水衝部にある堤防の前面の河
床が深掘れしているがその対策
が未施工の箇所。
　橋台取り付け部やその他の工
作物の突出箇所で、堤防護岸の
根固め等が洗われ一部破損して
いるが、その対策が未施工の箇
所。
　波浪による河岸の決壊等の危
険に瀕した実績があるが、その対
策が未施工の箇所。

　水衝部にある堤防の前面の河
床が深掘れにならない程度に先
掘されているが、その対策が未施
工の箇所。
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種　別

重　　　　　要　　　　　度

A　水防上最も重要な区間 B　水防上重要な区間 要注意区間

工作物

　河川管理施設等応急対策基準
に基づく改善措置が必要な堰、
橋梁、樋管その他の工作物の設
置されている箇所。
　橋梁その他の河川横断工作物
の桁下高等が計画高水流量規
模の洪水の水位（高潮区間の堤
防にあっては計画高潮位）以下と
なる箇所。

　橋梁その他の河川横断工作物
の桁下高等と計画高水流量規模
の洪水の水位（高潮区間の堤防
にあっては計画高潮位）との差が
堤防の計画余裕高に満たない箇
所。

工事施工

　出水期間中に堤防を開削する
工事箇所又は仮締切り等により
本堤に影響を及ぼす箇所。

新堤跡
・

破堤跡
・

旧川跡

　新堤防で築造後３年以内の箇
所。
　破堤跡又は旧川跡の箇所。

陸　閘 　陸閘が設置されている箇所。

-134-



-135--135-



-136--136-



-137--137-



-138--138-



-139-



様式－３ 重要水防箇所一覧表（重点区間） 山 国 川 水 系

番号 県　名 河 川 名 地　　先　　名
左右岸
の区別

位　　置 延長(m) 備　　　　　考 水防工法

1 大分県 山国川 中津市本耶馬渓町多志田 右岸 18k700～18k900 200 流下断面不足で越水の恐れ。（越水A） 積み土のう

2 大分県 山国川 中津市耶馬溪町大字戸原 右岸 21k300～21k500 200 流下断面不足で越水の恐れ。（越水A） 積み土のう

3 大分県 山国川 中津市耶馬溪町柿坂 右岸 26k300～26k900 600 流下断面不足で越水の恐れ。（越水A） 積み土のう

計 3 1,000

左岸 0 0

右岸 0 0

左岸 0 0

右岸 3 1,000

左岸 0 0

右岸 3 1,000

様式－３ 重要水防箇所一覧表（Ａ）（堤防） 山 国 川 水 系

番号 県　名 河 川 名 地　　先　　名
左右岸
の区別

位　　置 延長(m) 備　　　　　考 水防工法

1 福岡県 山国川 築上郡吉富町幸子 左岸 3k250～3k290 50 無堤で河岸が低く溢水する。（越水Ａ） 積み土のう

2 福岡県 山国川 築上郡上毛町下唐原 左岸 5k000～5k040 40 無堤で河岸が低く溢水する。（越水Ａ） 積み土のう

3 大分県 山国川 中津市本耶馬渓町樋田 右岸 15k500～15k700 200 流下断面不足で越水の恐れ。（越水A） 積み土のう

4 大分県 山国川 中津市本耶馬渓町多志田 右岸 18k700～18k900 200 流下断面不足で越水の恐れ。（越水A） 積み土のう

5 大分県 山国川 中津市耶馬溪町大字戸原 右岸 21k300～21k500 200 流下断面不足で越水の恐れ。（越水A） 積み土のう

6 大分県 山国川 中津市耶馬溪町柿坂 右岸 26k300～26k900 600 流下断面不足で越水の恐れ。（越水A） 積み土のう

計 6 1,290

左岸 2 90

右岸 0 0

左岸 0 0

右岸 4 1,200

左岸 2 90

右岸 4 1,200

6 1,290

合計

福岡県 山国川

大分県 山国川

合計

福岡県

大分県
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様式－３ 重要水防箇所一覧表（Ａ）（構造物） 山 国 川 水 系

番号 県　名 河 川 名 名称 地　　先　　名
左右岸
の区別

位　　置 備　　　　　考

大分県 山国川 耶馬溪橋 中津市本耶馬渓町 左右 15k525 流下能力不足、クリアランス不足　（許可工作物）

1 大分県 山国川 洞門橋 中津市本耶馬渓町 左右 15k660 流下能力不足、クリアランス不足　（許可工作物）

2 大分県 山国川 羅漢寺橋 中津市本耶馬渓町 左右 16k980 流下能力不足、クリアランス不足　（許可工作物）

3 大分県 山国川 中川原橋
中津市耶馬溪町
中津市本耶馬渓町

左右 19k820 流下能力不足、クリアランス不足　（許可工作物）

4 大分県 山国川 馬溪橋 中津市耶馬溪町 左右 21k260 流下能力不足、クリアランス不足　（許可工作物）

計 5

左岸 5

右岸 5

様式－３ 重要水防箇所一覧表（要注意区間）（構造物） 山 国 川 水 系

番号 県　名 河 川 名 名称 地　　先　　名
左右岸
の区別

位　　置 備　　　　　考

1 大分県 山国川 樋田陸閘 中津市本耶馬渓町樋田 右岸 15k515

2 大分県 山国川 青第一陸閘 中津市本耶馬渓町青 右岸 16k300

3 大分県 山国川 平田第一陸閘 中津市耶馬溪町平田 左岸 21ｋ750

4 大分県 山国川 平田第二陸閘 中津市耶馬溪町平田 左岸 22k150

5 大分県 山国川 平田第三陸閘 中津市耶馬溪町平田 左岸 22k340

計 5

左岸 0
右岸 0
左岸 3
右岸 2
左岸 3
右岸 2

合計

大分県 山国川

合計 大分県 山国川

福岡県 山国川
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様式－３ 重要水防箇所一覧表（B）（堤防） 山 国 川 水 系

番号 県　名 河 川 名 地　　先　　名
左右岸
の区別

位　　置 延長(m) 備　　　　　考 水防工法

1 大分県 山国川 中津市大字高瀬 右岸 4k800～4k860 60
基礎地盤から漏水の恐れ。
（基礎地盤漏水B）

月の輪

2 福岡県 山国川 築上郡上毛町大字下唐原 左岸 6k300～6k900 600 流下断面不足で越水の恐れ。（越水B） 積み土のう

3 大分県 山国川 中津市大字相原 右岸 6k300～6k500 200 流下断面不足で越水の恐れ。（越水B） 積み土のう

4 大分県 山国川 中津市三光佐知 右岸 6k900～7k100 200 流下断面不足で越水の恐れ。（越水B） 積み土のう

5 福岡県 山国川 築上郡上毛町大字上唐原 左岸 7k100～7k900 800 堤体から漏水の恐れ。（堤体漏水B） シート張り

6 福岡県 山国川 築上郡上毛町大字百留 左岸 9k100～9k300 200 堤体から漏水の恐れ。（堤体漏水B） シート張り

7 福岡県 山国川 築上郡上毛町大字原井 左岸 9k400～9k900 500 流下断面不足で越水の恐れ。（越水B） 積み土のう

8 大分県 山国川 中津市三光土田 右岸 9k300～9k700 400 流下断面不足で越水の恐れ。（越水B） 積み土のう

9 福岡県 山国川 築上郡上毛町大字原井 左岸 10k100～11k300 1,200 流下断面不足で越水の恐れ。（越水B） 積み土のう

10 大分県 山国川 中津市三光牛ノ首 右岸 11k100～11k300 200 流下断面不足で越水の恐れ。（越水B） 積み土のう

11 大分県 山国川 中津市三光土田 右岸 11k500～11k700 200 流下断面不足で越水の恐れ。（越水B） 積み土のう

12 福岡県 山国川 築上郡上毛町大字原井 左岸 14k500～14k700 200
流下断面不足で越水の恐れ。（越水B）
堤体から漏水の恐れ。（堤体漏水B）

積み土のう
シート張り

13 大分県 山国川 中津市本耶馬渓町樋田 右岸 14k500～14k700 200 流下断面不足で越水の恐れ。（越水B） 積み土のう

14 福岡県 山国川 築上郡上毛町大字原井 左岸 14k700～14k900 200 堤体から漏水の恐れ。（堤体漏水B） シート張り

15 福岡県 山国川 中津市本耶馬渓町樋田 左岸 15k500～15k700 200 流下断面不足で越水の恐れ。（越水B） 積み土のう

16 大分県 山国川 中津市本耶馬渓町曽木 右岸 16k300～16k900 600 流下断面不足で越水の恐れ。（越水B） 積み土のう

17 大分県 山国川 中津市本耶馬渓町曽木 左岸 16k500～16k700 200 流下断面不足で越水の恐れ。（越水B） 積み土のう

18 大分県 山国川 中津市本耶馬渓町曽木 左岸 16k900～17k100 200 流下断面不足で越水の恐れ。（越水B） 積み土のう

19 大分県 山国川 中津市本耶馬渓町冠石野 左岸 18k300～18k500 200 流下断面不足で越水の恐れ。（越水B） 積み土のう

20 大分県 山国川 中津市本耶馬渓町多志田 右岸 19k300～19k900 600 流下断面不足で越水の恐れ。（越水B） 積み土のう

21 大分県 山国川 中津市耶馬溪町大字平田 左岸 20k900～21k100 200 流下断面不足で越水の恐れ。（越水B） 積み土のう

22 大分県 山国川 中津市耶馬溪町大字平田 左岸 21k300～21k700 400 流下断面不足で越水の恐れ。（越水B） 積み土のう

23 大分県 山国川 中津市耶馬溪町中鶴 左岸 26k750～27k400 650 流下断面不足で越水の恐れ。（越水B） 積み土のう

計 23 8,410

左岸 6 1,850

右岸 9 2,660

左岸 8 3,900

右岸 0 0

左岸 14 5,750

右岸 9 2,660

23 8,410

大分県 山国川

福岡県 山国川

合計
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様式－３            重要水防箇所一覧表（B）（構造物） 山 国 川 水 系

番号 県　名 河 川 名 名称 地　　先　　名
左右岸
の区別

位　　置 備　　　　　考

福岡県
大分県

山国川 三原橋
上毛町大字原井
中津市三光土田

左右 11k870 流下能力不足、クリアランス不足　（許可工作物）

1 大分県 山国川 禅海橋 中津市本耶馬渓町 左右 16k840 流下能力不足、クリアランス不足　（許可工作物）

2 大分県 山国川 七仙橋 中津市本耶馬渓町 左右 17k700 流下能力不足、クリアランス不足　（許可工作物）

3 大分県 山国川 早瀬橋 中津市本耶馬渓町 左右 19k040 流下能力不足、クリアランス不足　（許可工作物）

4 大分県 山国川 岩屋橋 中津市耶馬溪町 左右 19k890 流下能力不足、クリアランス不足　（許可工作物）

5 大分県 山国川 城井橋 中津市耶馬溪町 左右 22k630 流下能力不足、クリアランス不足　（許可工作物）

6 大分県 山国川 小友田橋 中津市耶馬溪町 左右 23k400 流下能力不足、クリアランス不足　（許可工作物）

7 大分県 山国川 中津留橋 中津市耶馬溪町 左右 26k765 流下能力不足、クリアランス不足　（許可工作物）

計 8

左岸 7

右岸 7

左岸 1

右岸 1

様式－３ 　　　　　　　重要水防箇所一覧表（要注意） 山 国 川 水 系

番号 県　名 河 川 名 地　　先　　名
左右岸
の区別

位　　置 延長(m) 備　　　　　考

該当区間無し

計 0 0

左岸 0 0

右岸 0 0

左岸 0 0

右岸 0 0

左岸 0 0

右岸 0 0

大分県計

山国川

合計

山国川

福岡県

合計 大分県 山国川

合計
福岡県
大分県

山国川
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物

）

8
大

分
県

山
国

川
洞

門
橋

中
津

市
本

耶
馬

渓
町

左
右

1
5

k
6

6
0

流
下

能
力

不
足

、
ク

リ
ア

ラ
ン

ス
不

足
　
（
許

可
工

作
物

）

9
大

分
県

山
国

川
羅

漢
寺

橋
中

津
市

本
耶

馬
渓

町
左

右
1
6

k
9

8
0

流
下

能
力

不
足

、
ク

リ
ア

ラ
ン

ス
不

足
　
（
許

可
工

作
物

）

1
0

大
分

県
山

国
川

中
川

原
橋

中
津

市
耶

馬
溪

町
中

津
市

本
耶

馬
渓

町
左

右
1
9

k
8

2
0

流
下

能
力

不
足

、
ク

リ
ア

ラ
ン

ス
不

足
　
（
許

可
工

作
物

）

1
1

大
分

県
山

国
川

馬
溪

橋
中

津
市

耶
馬

溪
町

左
右

2
1
k
2

6
0

流
下

能
力

不
足

、
ク

リ
ア

ラ
ン

ス
不

足
　
（
許

可
工

作
物

）

計
5

左
岸

5

右
岸

5
合

計
大

分
県

山
国

川

番
号

県
　
名

河
 川

 名
名

称
地

　
　
先

　
　
名

左
右

岸
の

区
別

位
　
　
置

備
　
　
　
　
　
考

2
4

福
岡

県
大

分
県

山
国

川
三

原
橋

上
毛

町
大

字
原

井
中

津
市

三
光

土
田

左
右

1
1
k
8

7
0

流
下

能
力

不
足

、
ク

リ
ア

ラ
ン

ス
不

足
　
（
許

可
工

作
物

）

2
5

大
分

県
山

国
川

禅
海

橋
中

津
市

本
耶

馬
渓

町
左

右
1
6

k
8

4
0

流
下

能
力

不
足

、
ク

リ
ア

ラ
ン

ス
不

足
　
（
許

可
工

作
物

）

2
6

大
分

県
山

国
川

七
仙

橋
中

津
市

本
耶

馬
渓

町
左

右
1
7

k
7

0
0

流
下

能
力

不
足

、
ク

リ
ア

ラ
ン

ス
不

足
　
（
許

可
工

作
物

）

2
7

大
分

県
山

国
川

早
瀬

橋
中

津
市

本
耶

馬
渓

町
左

右
1
9

k
0

4
0

流
下

能
力

不
足

、
ク

リ
ア

ラ
ン

ス
不

足
　
（
許

可
工

作
物

）

2
8

大
分

県
山

国
川

岩
屋

橋
中

津
市

耶
馬

溪
町

左
右

1
9

k
8

9
0

流
下

能
力

不
足

、
ク

リ
ア

ラ
ン

ス
不

足
　
（
許

可
工

作
物

）

2
9

大
分

県
山

国
川

城
井

橋
中

津
市

耶
馬

溪
町

左
右

2
2

k
6

3
0

流
下

能
力

不
足

、
ク

リ
ア

ラ
ン

ス
不

足
　
（
許

可
工

作
物

）

3
0

大
分

県
山

国
川

小
友

田
橋

中
津

市
耶

馬
溪

町
左

右
2

3
k
4

0
0

流
下

能
力

不
足

、
ク

リ
ア

ラ
ン

ス
不

足
　
（
許

可
工

作
物

）

3
1

大
分

県
山

国
川

中
津

留
橋

中
津

市
耶

馬
溪

町
左

右
2

6
k
7

6
5

流
下

能
力

不
足

、
ク

リ
ア

ラ
ン

ス
不

足
　
（
許

可
工

作
物

）

計
8

左
岸

7

右
岸

7

左
岸

1

右
岸

1

合
計

大
分

県
山

国
川

合
計

福
岡

県
大

分
県

山
国

川

番
号

県
　

名
河

 川
 名

地
　

　
先

　
　
名

左
右

岸
の

区
別

位
　

　
置

延
長

(m
)

備
　

　
　
　

　
考

水
防

工
法

1
大

分
県

山
国

川
中

津
市

大
字

高
瀬

右
岸

4
k
8

0
0

～
4

k
8

6
0

6
0

基
礎

地
盤

か
ら

漏
水

の
恐

れ
。

（基
礎

地
盤

漏
水

B
）

月
の

輪

2
福

岡
県

山
国

川
築

上
郡

上
毛

町
大

字
下

唐
原

左
岸

6
k
3

0
0

～
6

k
9

0
0

6
0

0
流

下
断

面
不

足
で

越
水

の
恐

れ
。
（越

水
B

）
積

み
土

の
う

3
大

分
県

山
国

川
中

津
市

大
字

相
原

右
岸

6
k
3

0
0

～
6

k
5

0
0

2
0

0
流

下
断

面
不

足
で

越
水

の
恐

れ
。
（越

水
B

）
積

み
土

の
う

4
大

分
県

山
国

川
中

津
市

三
光

佐
知

右
岸

6
k
9

0
0

～
7

k
1
0

0
2

0
0

流
下

断
面

不
足

で
越

水
の

恐
れ

。
（越

水
B

）
積

み
土

の
う

5
福

岡
県

山
国

川
築

上
郡

上
毛

町
大

字
上

唐
原

左
岸

7
k
1
0

0
～

7
k
9

0
0

8
0

0
堤

体
か

ら
漏

水
の

恐
れ

。
（堤

体
漏

水
B

）
シ

ー
ト

張
り

6
福

岡
県

山
国

川
築

上
郡

上
毛

町
大

字
百

留
左

岸
9

k
1
0

0
～

9
k
3

0
0

2
0

0
堤

体
か

ら
漏

水
の

恐
れ

。
（堤

体
漏

水
B

）
シ

ー
ト

張
り

7
福

岡
県

山
国

川
築

上
郡

上
毛

町
大

字
原

井
左

岸
9

k
4

0
0

～
9

k
9

0
0

5
0

0
流

下
断

面
不

足
で

越
水

の
恐

れ
。
（越

水
B

）
積

み
土

の
う

8
大

分
県

山
国

川
中

津
市

三
光

土
田

右
岸

9
k
3

0
0

～
9

k
7

0
0

4
0

0
流

下
断

面
不

足
で

越
水

の
恐

れ
。
（越

水
B

）
積

み
土

の
う

9
福

岡
県

山
国

川
築

上
郡

上
毛

町
大

字
原

井
左

岸
1
0

k
1
0

0
～

1
1
k
3

0
0

1
,2

0
0

流
下

断
面

不
足

で
越

水
の

恐
れ

。
（越

水
B

）
積

み
土

の
う

1
0

大
分

県
山

国
川

中
津

市
三

光
牛

ノ
首

右
岸

1
1
k
1
0

0
～

1
1
k
3

0
0

2
0

0
流

下
断

面
不

足
で

越
水

の
恐

れ
。
（越

水
B

）
積

み
土

の
う

1
1

大
分

県
山

国
川

中
津

市
三

光
土

田
右

岸
1
1
k
5

0
0

～
1
1
k
7

0
0

2
0

0
流

下
断

面
不

足
で

越
水

の
恐

れ
。
（越

水
B

）
積

み
土

の
う

1
2

福
岡

県
山

国
川

築
上

郡
上

毛
町

大
字

原
井

左
岸

1
4

k
5

0
0

～
1
4

k
7

0
0

2
0

0
流

下
断

面
不

足
で

越
水

の
恐

れ
。
（越

水
B

）
堤

体
か

ら
漏

水
の

恐
れ

。
（堤

体
漏

水
B

）
積

み
土

の
う

シ
ー

ト
張

り

1
3

大
分

県
山

国
川

中
津

市
本

耶
馬

渓
町

樋
田

右
岸

1
4

k
5

0
0

～
1
4

k
7

0
0

2
0

0
流

下
断

面
不

足
で

越
水

の
恐

れ
。
（越

水
B

）
積

み
土

の
う

1
4

福
岡

県
山

国
川

築
上

郡
上

毛
町

大
字

原
井

左
岸

1
4

k
7

0
0

～
1
4

k
9

0
0

2
0

0
堤

体
か

ら
漏

水
の

恐
れ

。
（堤

体
漏

水
B

）
シ

ー
ト

張
り

1
5

福
岡

県
山

国
川

中
津

市
本

耶
馬

渓
町

樋
田

左
岸

1
5

k
5

0
0

～
1
5

k
7

0
0

2
0

0
流

下
断

面
不

足
で

越
水

の
恐

れ
。
（越

水
B

）
積

み
土

の
う

1
6

大
分

県
山

国
川

中
津

市
本

耶
馬

渓
町

曽
木

右
岸

1
6

k
3

0
0

～
1
6

k
9

0
0

6
0

0
流

下
断

面
不

足
で

越
水

の
恐

れ
。
（越

水
B

）
積

み
土

の
う

1
7

大
分

県
山

国
川

中
津

市
本

耶
馬

渓
町

曽
木

左
岸

1
6

k
5

0
0

～
1
6

k
7

0
0

2
0

0
流

下
断

面
不

足
で

越
水

の
恐

れ
。
（越

水
B

）
積

み
土

の
う

1
8

大
分

県
山

国
川

中
津

市
本

耶
馬

渓
町

曽
木

左
岸

1
6

k
9

0
0

～
1
7

k
1
0

0
2

0
0

流
下

断
面

不
足

で
越

水
の

恐
れ

。
（越

水
B

）
積

み
土

の
う

1
9

大
分

県
山

国
川

中
津

市
本

耶
馬

渓
町

冠
石

野
左

岸
1
8

k
3

0
0

～
1
8

k
5

0
0

2
0

0
流

下
断

面
不

足
で

越
水

の
恐

れ
。
（越

水
B

）
積

み
土

の
う

2
0

大
分

県
山

国
川

中
津

市
本

耶
馬

渓
町

多
志

田
右

岸
1
9

k
3

0
0

～
1
9

k
9

0
0

6
0

0
流

下
断

面
不

足
で

越
水

の
恐

れ
。
（越

水
B

）
積

み
土

の
う

2
1

大
分

県
山

国
川

中
津

市
耶

馬
溪

町
大

字
平

田
左

岸
2

0
k
9

0
0

～
2

1
k
1
0

0
2

0
0

流
下

断
面

不
足

で
越

水
の

恐
れ

。
（越

水
B

）
積

み
土

の
う

2
2

大
分

県
山

国
川

中
津

市
耶

馬
溪

町
大

字
平

田
左

岸
2

1
k
3

0
0

～
2

1
k
7

0
0

4
0

0
流

下
断

面
不

足
で

越
水

の
恐

れ
。
（越

水
B

）
積

み
土

の
う

2
3

大
分

県
山

国
川

中
津

市
耶

馬
溪

町
中

鶴
左

岸
2

6
k
7

5
0

～
2

7
k
4

0
0

6
5

0
流

下
断

面
不

足
で

越
水

の
恐

れ
。
（越

水
B

）
積

み
土

の
う

計
2

3
8

,4
1
0

左
岸

6
1
,8

5
0

右
岸

9
2

,6
6

0

左
岸

8
3

,9
0

0

右
岸

0
0

左
岸

1
4

5
,7

5
0

右
岸

9
2

,6
6

0

2
3

8
,4

1
0

大
分

県
山

国
川

福
岡

県
山

国
川

合
計番

号
県

　
名

河
 川

 名
地

　
　
先

　
　
名

左
右

岸
の

区
別

位
　
　
置

延
長

(m
)

備
　
　
　
　
　
考

水
防

工
法

1
大

分
県

山
国

川
中

津
市

本
耶

馬
渓

町
多

志
田

右
岸

1
8

k
7

0
0

～
1
8

k
9

0
0

2
0

0
流

下
断

面
不

足
で

越
水

の
恐

れ
。
（越

水
A

）
積

み
土

の
う

2
大

分
県

山
国

川
中

津
市

耶
馬

溪
町

大
字

戸
原

右
岸

2
1
k
3

0
0

～
2

1
k
5

0
0

2
0

0
流

下
断

面
不

足
で

越
水

の
恐

れ
。
（越

水
A

）
積

み
土

の
う

3
大

分
県

山
国

川
中

津
市

耶
馬

溪
町

柿
坂

右
岸

2
6

k
3

0
0

～
2

6
k
9

0
0

6
0

0
流

下
断

面
不

足
で

越
水

の
恐

れ
。
（越

水
A

）
積

み
土

の
う

計
3

1
,0

0
0

左
岸

0
0

右
岸

0
0

左
岸

0
0

右
岸

3
1
,0

0
0

左
岸

0
0

右
岸

3
1
,0

0
0

合
計

福
岡

県

大
分

県

1

2

2

6

3

４

5

Ａ
 区

間
Ｂ

 区
間

要
注

意
区

間
重

点
区

間

凡
例

8

重
要
水
防
箇
所
一
覧
表
（
重
点
区
間
）

1
2

3

4

5

1
2

3
4

1
3

1

5

1
0

9

重
要
水
防
箇
所
一
覧
表
（
Ａ
）
（
構
造
物
）

重
要
水
防
箇
所
一
覧
表
（
Ｂ
）
（
堤
防
）

重
要
水
防
箇
所
一
覧
表
（
要
注
意
）

重
要
水
防
箇
所
一
覧
表
（
要
注
意
区
間
）
（
構
造
物
）

6

重
要
水
防
箇
所
一
覧
表
（
Ｂ
）
（
構
造
物
）

3
4

5

7

1
1 1
2

1
4

1
5

1
6

1
7

1
8

1
9

2
0

2
1

2
2

2
3

1

2

3

4

5

6

7

8

1
8

1
9

2
0

2
1

2
2 2
31 2 43 5 6 7 8 9 1
0

1
1

1
2

1
3

1
4

1
5

1
6

1
7

1 2 3 4 5 6 7 8

1 2 3 4 5

1 2 3 4 5

番
号

県
　
名

河
 川

 名
地

　
　
先

　
　

名
左

右
岸

の
区

別
位

　
　

置
延

長
(
m

)
備

　
　

　
　
　

考
水

防
工

法

1
福

岡
県

山
国

川
築

上
郡

吉
富

町
幸

子
左

岸
3

k
2

5
0

～
3

k
2

9
0

5
0

無
堤

で
河

岸
が

低
く

溢
水

す
る

。
（
越

水
Ａ

）
積

み
土

の
う

2
福

岡
県

山
国

川
築

上
郡

上
毛

町
下

唐
原

左
岸

5
k
0

0
0

～
5

k
0

4
0

4
0

無
堤

で
河

岸
が

低
く

溢
水

す
る

。
（
越

水
Ａ

）
積

み
土

の
う

3
大

分
県

山
国

川
中

津
市

本
耶

馬
渓

町
樋

田
右

岸
1
5

k
5

0
0

～
1
5

k
7

0
0

2
0

0
流

下
断

面
不

足
で

越
水

の
恐

れ
。
（
越

水
A

）
積

み
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4
大
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県

山
国
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中

津
市

本
耶

馬
渓

町
多

志
田

右
岸

1
8

k
7

0
0

～
1
8

k
9

0
0

2
0

0
流

下
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面
不

足
で

越
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う

5
大
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県

山
国

川
中

津
市

耶
馬

溪
町

大
字

戸
原

右
岸

2
1
k
3

0
0

～
2

1
k
5

0
0

2
0

0
流

下
断

面
不

足
で

越
水
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れ
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（
越

水
A

）
積

み
土

の
う

6
大

分
県

山
国

川
中

津
市

耶
馬

溪
町

柿
坂

右
岸

2
6

k
3

0
0

～
2
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k
9

0
0

6
0

0
流

下
断

面
不

足
で

越
水

の
恐

れ
。
（
越

水
A

）
積

み
土

の
う

計
6

1
,2

9
0

左
岸

2
9

0

右
岸

0
0

左
岸

0
0

右
岸

4
1
,2

0
0

左
岸

2
9

0

右
岸

4
1
,2

0
0

6
1
,2

9
0

福
岡

県
山

国
川

大
分

県
山

国
川

合
計1 2 3 4 5 6

1 2 3

重
要
水
防
箇
所
一
覧
表
（
Ａ
）
（
堤
防
）

重
要

水
防

箇
所

一
覧

表
（
要

注
意

）
番

号
県

　
名

河
 川

 名
地

　
　
先

　
　
名

左
右

岸
の

区
別

位
　
　
置

延
長

(m
)

備
　
　
　
　
　
考

該
当

区
間

無
し

計
0

0

左
岸

0
0

右
岸

0
0

左
岸

0
0

右
岸

0
0

左
岸

0
0

右
岸

0
0

合
計

大
分

県

福
岡

県

山
国

川

山
国

川

計

-144-



様式－３ 重要水防箇所一覧表（Ａ） 大 野 川 水 系

番号 県　名 河 川 名 地　　先　　名
左右岸
の区別

位　　置 延長(m) 備　　　　　考 水防工法

1 大分県 大野川 大分市大字鶴瀬～大津留 左岸
                      +100
       8ｋ400 ～ 8ｋ400

81
堤防脆弱性指標により、堤体漏水の危険性がある箇所
水衝部で洗掘の危険性有り
（堤体漏水B）（水衝・洗掘A）

釜段工、月の輪工

2 大分県 大野川 大分市大字鶴瀬～大津留 左岸
         +100
       8ｋ400 ～ 9ｋ000

527 水衝部で洗掘の危険性有り
（水衝・洗掘A）

根固めブロック積工

計 2 608

計 大野川 左岸 2 608
右岸 0

乙津川 左岸 0
右岸 0

判田川 左岸 0
右岸 0

立小野川 左岸 0
右岸 0

合計 左岸 2 608
右岸 0 0

2 608

大分市 大野川 2 608
乙津川 0
判田川 0

立小野川 0

2 608

様式－３ 重要水防箇所一覧表（Ｂ） 大 野 川 水 系

番号 県　名 河 川 名 地　　先　　名
左右岸
の区別

位　　置 延長(m) 備　　　　　考 水防工法

1 大分県 大野川 大分市大字鶴崎 左岸 3ｋ200 ～ 4ｋ000 802 水衝部で洗掘の危険性有り
（水衝・洗掘B）

根固めブロック積工

2 大分県 大野川 大分市大字鶴瀬～大津留 左岸
                      +100
       8ｋ200 ～ 8ｋ200

96 水衝部で洗掘の危険性有り
（水衝・洗掘B）

根固めブロック積工

3 大分県 大野川 大分市大字鶴瀬～大津留 左岸
         +100
       8ｋ200 ～ 8ｋ400

95
堤防脆弱性指標により、堤体漏水の危険性がある箇所
水衝部で洗掘の危険性有り
（堤体漏水B）（水衝・洗掘B）

根固めブロック積工
釜段工、月の輪工

4 大分県 大野川 大分市大字鶴瀬～大津留 左岸 9ｋ000 ～ 9ｋ200 200 水衝部で洗掘の危険性有り
（水衝・洗掘B）

根固めブロック積工

5 大分県 大野川 大分市大字竹中 左岸 18ｋ500 ～ 18ｋ700 220 堤防脆弱性指標により、堤体漏水の危険性がある箇所
（堤体漏水B）

釜段工、月の輪工

6 大分県 大野川 大分市大字青崎～須賀 右岸
                      +100
       1ｋ000 ～ 1ｋ400

565 水衝部で洗掘の危険性有り
（水衝・洗掘B）

根固めブロック積工

7 大分県 大野川 大分市大字須賀～志村 右岸
         +100      +100
       2ｋ200 ～ 2ｋ600

352 水衝部で洗掘の危険性有り
（水衝・洗掘B）

根固めブロック積工

8 大分県 大野川 大分市大字種具 右岸
                      +100
       5ｋ400 ～ 5ｋ600

302 水衝部で洗掘の危険性有り
（水衝・洗掘B）

根固めブロック積工

9 大分県 大野川 大分市大字宮河内 右岸 7ｋ800 ～ 8ｋ200 395 水衝部で洗掘の危険性有り
（水衝・洗掘B）

根固めブロック積工

10 大分県 大野川 大分市大字宮河内 右岸 8ｋ600 ～ 8ｋ800 51
安全性の照査により、基礎地盤又は、堤体から漏水が発
生する恐れのある箇所で所要の対策が未施工の箇所
（基礎地盤漏水B）

釜段工、月の輪工

11 大分県 大野川 大分市大字宮河内 右岸
                       +100
       9ｋ600 ～ 10ｋ600

1,294 水衝部で洗掘の危険性有り
（水衝・洗掘B）

根固めブロック積工

12 大分県 乙津川 大分市大字森 左岸
         +100      +100
       5ｋ700 ～ 6ｋ100

402 堤防脆弱性指標により、堤体漏水の危険性がある箇所
（堤体漏水B）

釜段工、月の輪工

13 大分県 乙津川 大分市大字鶴崎～西鶴崎 右岸
         +130        +30
       1ｋ600 ～ 2ｋ000

395 法崩れの危険性有り（堤防詳細点検の結果）
（堤体漏水B）

法尻押え土のう積工

14 大分県 乙津川 大分市大字南鶴崎～鶴崎 右岸
          +50       +187
       3ｋ200 ～ 3ｋ400

369 法崩れの危険性有り（堤防詳細点検の結果）
（堤体漏水B）

法尻押え土のう積工

15 大分県 乙津川 大分市大字鶴崎 右岸
                       +67
       3ｋ600 ～ 3ｋ600

67 法崩れの危険性有り（堤防詳細点検の結果）
（堤体漏水B）

法尻押え土のう積工

16 大分県 乙津川 大分市大字南～鶴瀬 右岸
         +100
       6ｋ600 ～ 6ｋ800

93
安全性の照査により、基礎地盤又は、堤体から漏水が発
生する恐れのある箇所で所要の対策が未施工の箇所
（基礎地盤漏水B）

釜段工、月の輪工
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様式－３ 重要水防箇所一覧表（Ｂ） 大 野 川 水 系

番号 県　名 河 川 名 地　　先　　名
左右岸
の区別

位　　置 延長(m) 備　　　　　考 水防工法

計 16 5,698

計 大野川 左岸 5 1,413
右岸 6 2,959

乙津川 左岸 1 402
右岸 4 924

判田川 左岸 0 0
右岸 0 0

立小野川 左岸 0 0
右岸 0 0

合計 左岸 6 1,815
右岸 10 3,883

16 5,698

大分市 大野川 11 4,372
乙津川 5 1,326
判田川 0 0

立小野川 0 0

16 5,698

様式－３ 重要水防箇所一覧表（重点区間） 大 野 川 水 系

番号 県　名 河 川 名 地　　先　　名
左右岸
の区別

位　　置 延長(m) 備　　　　　考 水防工法

1 大分県 大野川 大分市大字鶴瀬～大津留 左岸 8ｋ400 ～ 9ｋ000 608
堤防脆弱性指標により、堤体漏水の危険性がある箇所
水衝部で洗掘の危険性有り
（堤体漏水B）（水衝・洗掘A）

根固めブロック工

計 1 608

計 大野川 左岸 1 608
右岸 0

乙津川 左岸 0
右岸 0

判田川 左岸 0
右岸 0

立小野川 左岸 0
右岸 0

合計 左岸 1 608
右岸 0 0

1 608

大分市 大野川 1 608
乙津川 0
判田川 0

立小野川 0

1 608
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様式－３ 重要水防箇所一覧表（Ａ）　工作物 大 野 川 水 系

番号 県　名 河 川 名 地　　先　　名
左右岸
の区別

位　　置 備　　　　　考 水防工法

1

2

3

4

5

6

7

計 0

計 大野川 左岸 0.0
右岸 0.0

乙津川 左岸 0.0
右岸 0.0

判田川 左岸 0.0
右岸 0.0

立小野川 左岸 0.0
右岸 0.0

合計 左岸 0.0
右岸 0.0

0.0

様式－３ 重要水防箇所一覧表（Ｂ）　工作物 大 野 川 水 系

番号 県　名 河 川 名 地　　先　　名
左右岸
の区別

位　　置 備　　　　　考 水防工法

17 大分県 乙津川 大分市大字皆春、鶴崎 左右岸 3ｋ650 中島橋　径間長不足

計 1

計 大野川 左岸 0.0
右岸 0.0

乙津川 左岸 0.5
右岸 0.5

判田川 左岸 0.0
右岸 0.0

立小野川 左岸 0.0
右岸 0.0

合計 左岸 0.5
右岸 0.5

1.0
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様式－３ 重要水防箇所一覧表（要注意） 大 野 川 水 系

番号 県　名 河 川 名 地　　先　　名
左右岸
の区別

位　　置 延長(m) 備　　　　　考 水防工法

1 大分県 大野川 大分市大字宮河内 右岸
           -39          +25
      10ｋ400 ～ 10ｋ400

64 新堤防で築造後3年以内の箇所（H31施工）

計 1 64

計 大野川 左岸 1 64
右岸 0

乙津川 左岸 0
右岸 0

判田川 左岸 0
右岸 0

立小野川 左岸 0
右岸 0

合計 左岸 1 64
右岸 0 0

1 64

大分市 大野川 1 64
乙津川 0
判田川 0

立小野川 0

1 64

様式－３ 重要水防箇所一覧表（要注意）　工作物 大 野 川 水 系

番号 県　名 河 川 名 地　　先　　名
左右岸
の区別

位　　置 水防工法

2 大分県 大野川 大分市竹中 左岸 18ｋ400 陸閘操作
積み土のう工

計 1

計 大野川 左岸 1.0
右岸 0.0

乙津川 左岸 0.0
右岸 0.0

判田川 左岸 0.0
右岸 0.0

立小野川 左岸 0.0
右岸 0.0

合計 左岸 1.0
右岸 0.0

1.0

備　　　　　考

大規模出水時に陸閘を操作する必要あり。

-148-



-149-


